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ＪＲ イーストユニオン関東 

ＪＲ連合の仲間と⼭梨県早川町 

地域活性化ボランティア活動に参加！！ 

〜地域社会とのパートナーシップを考える〜 

2008 年度から山梨県早川町で活動を開始した地域活性化ボランティア活動が、6 月 11 日（土）

～12 日（日）に開催されました。この活動はＪＲ連合が「ＪＲ２０年の提言～７つのパートナーシ

ップ」で提起する「地域社会とのパートナーシップ」の具体化の一環として、早川町のＮＰＯ「日本

上流文化圏研究所（上流研）」と連携し展開している地域活性化ボランティア活動であり今回で 17

回目を迎えます。 

この活動はオイスカ「富士山の森づくり」、東日本大震

災「被災地海岸林再生プロジェクト」などとあわせて、Ｊ

Ｒ連合が、労働組合の社会的な役割の一環として取り組ん

でいるボランティア活動のひとつで、今回のボランティア

には、ＪＲ連合傘下の組合員と共にＪＲＥユニオン関東エ

リア地本から中村執行委員、吉田光晴さんが参加しました。 

山梨県早川町は、ＪＲ身延線沿線の急峻な山々に囲まれ

たところに位置し、過疎化が進み、地域によっては人口の

約半数が65 歳以上といういわゆる限界集落になっていま

す。今回の活動では、農道や公民館の草刈り、用水路、害獣よけ柵の整備、不慣れな作業でしたが、

終了後には「見違えるように綺麗になった」と地域の皆様に喜んでいただきました。汗をかいた後、

ＪＲ連合の仲間とのバーベキュー交流会で親睦を

深め明日への充電を行いました。 

二日目も、作業を継続した後には、公民館で早

川町の方々の手料理を囲み、現地の方々との交流

会が行われ、早川町の現状や取り組み等々を伺う

ことが出来た。今後も、イーストユニオンとして

各種ボランティア活動などに積極的に参画し、地

域社会との連携など、労働組合としての役割を考

えていきたいと思います。 
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